
ア
ル
テ
ミ
オ
・
リ
カ
ル
テ
生
誕
百
五
十
年
記
念
祭
の
お
知
ら
せ 

 

謹
啓 

  

時
下
益
々
ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  

さ
て
、
今
年
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
の
闘
士
、
ア
ル
テ
ミ
オ
・
リ
カ
ル
テ
将
軍
の
生
誕
百
五
十
年
で
す
。
リ
カ
ル

テ
は
、
今
か
ら
百
五
十
年
前
の
一
八
六
六
年
十
月
二
十
日
、
ル
ソ
ン
島
最
北
端
の
バ
タ
ッ
ク
と
い
う
町
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
ス
ペ
イ
ン
本

国
の
衰
退
に
伴
い
、
独
立
の
気
運
が
昂
揚
し
、
つ
い
に
一
八
九
六
年
に
は
最
初
の
革
命
蜂
起
が
勃
発
し
ま
す
。
リ

カ
ル
テ
は
ア
ギ
ナ
ル
ド
将
軍
率
い
る
革
命
軍
と
共
に
戦
い
、
米
西
戦
争
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
新
た
な
侵
略
者
と

な
る
や
、
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
を
指
導
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
米
比
戦
争
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
百
万
人
も
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
虐
殺
し
、
一
九
〇
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
軍
事
制
圧
し
て
以
降
は
、
過
酷
な
植
民
地
支
配
を
行
い
ま
し
た
。
捕

ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
リ
カ
ル
テ
も
、
長
き
に
亘
る
牢
獄
生
活
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
が
、
一
九
一
四
年
、
宮
崎
滔
天
や
犬
養
毅
、
頭
山
満
と
い

っ
た
有
志
た
ち
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
我
が
国
に
亡
命
し
、
横
浜
山
下
町

に
居
を
構
え
て
静
か
な
余
生
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
（
こ
の
縁
に
ち
な

み
、
戦
後
、
横
浜
山
下
公
園
の
一
角
に
リ
カ
ル
テ
将
軍
の
記
念
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
）
。 

 

と
こ
ろ
が
、
一
九
一
四
年
に
大
東
亜
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
星
条
旗

に
唯
一
屈
し
な
か
っ
た
リ
カ
ル
テ
将
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
帰
還
を
求
め
る

声
が
高
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
リ
カ
ル
テ
は
七
十
五
歳
の
老
齢
に
達
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
意
を
決
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
還
し
、
山
下
奉
文
大
将
率
い
る
我
が
軍
と
共
に
戦
い
ま
し

た
。
し
か
し
我
が
軍
の
戦
況
が
悪
化
し
、
山
岳
地
帯
で
の
過
酷
な
ゲ
リ
ラ
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
か
で
つ
い
に
病
を

発
し
、
一
九
四
五
年
七
月
三
十
一
日
、
八
十
年
の
崇
高
な
生
涯
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

か
く
し
て
リ
カ
ル
テ
が
、
そ
の
悲
願
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
見
届
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
を
果
た
し
、
リ
カ
ル
テ
は
祖
国
独
立
の
英
雄
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
解
放
の
た
め
に
、
我
が
軍
と
リ
カ
ル
テ
が
共
に
戦
っ
た
歴
史
的
事
実
は
、
日
比
両
国
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
絆
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
将
来
に
お
け
る
日
比
永
遠
の
友
好
関
係
を
約
す
る
偉
大
な

歴
史
遺
産
で
あ
り
ま
す
。 

 

戦
後
、
日
比
両
国
は
米
ソ
冷
戦
構
造
の
な
か
で
、
米
軍
の
駐
留
を
許
し
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
反
共
政
策
の
一
翼

を
担
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
冷
戦
終
結
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
独
立
を
求
め
る
輿
論
が
昂
揚

し
、
一
九
九
二
年
に
は
米
軍
の
完
全
撤
退
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
先
に
は
、
強
権
派
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が

誕
生
し
、
米
中
両
大
国
を
手
玉
に
取
る
毅
然
た
る
独
自
外
交
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
は

冷
戦
以
降
も
国
家
意
思
を
示
さ
ず
、
今
世
紀
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
が
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
始
め
て
以
降
は
、
従
来

の
対
米
従
属
を
一
層
強
化
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
我
が
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
「
同
盟

国
」
に
対
し
て
国
益
の
主
張
を
む
き
出
し
に
す
る
一
方
で
、
侵
略
的
な
海
洋
進
出
を
続
け
る
中
共
に
対
す
る
有
効

な
抑
止
を
怠
り
、
関
係
国
の
不
信
感
を
招
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
、
米
中
両
大
国
の
覇
権
主
義
に
対
抗
し
て
自
国
の
存
立
を
図
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
我
が
国
は
基

本
的
な
国
益
が
合
致
し
、
両
国
提
携
の
気
運
は
か
つ
て
な
い
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。 



 
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
我
々
有
志
一
同
は
、
リ
カ
ル
テ
生
誕
百
五
十
年
を
期
し
て
、
リ
カ
ル
テ
の
偉
業
と

そ
の
日
比
両
国
の
友
好
に
寄
与
し
た
功
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
両
国
友
好
の
歴
史
的
基

盤
を
確
認
す
る
と
共
に
、
我
が
国
政
府
に
対
し
て
国
家
的
主
体
性
の
恢
復
と
対
ア
ジ
ア
独
自
外
交
の
推
進
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
 

 
 

 

謹
白 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

記 

 

主
催
：
大
ア
ジ
ア
研
究
会
（
代
表
・
折
本
龍
則
／
副
代
表
・
小
野
耕
資
） 

 

開
催
日
時
：
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
始 

 
 
 
  
 
  
 
  

場
所
：
横
浜
山
下
公
園
内
リ
カ
ル
テ
記
念
碑
前 

 
 

 

祭
式
後
場
所
を
移
動
し
、
坪
内
隆
彦
氏
（
当
会
顧
問
、
『
ア
ジ
ア
英
雄
伝
』
著
者
）
に
よ
る
記
念
講
演 

 

 

 

平
成
二
十
八
年
十
月 

吉
日 

大
ア
ジ
ア
研
究
会 

 

※
出
欠
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
ま
で
に
同
封
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
、
電
話
の
い
ず
れ
か
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

 

住
所
・
連
絡
先
：
〒
二
七
九
ー
〇
〇
〇
二 

千
葉
県
浦
安
市
当
代
島
一
ー
三
ー
二
九
ア
イ
エ
ム
ビ
ル
五
Ｆ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
四
七
ー
三
五
二
ー
一
〇
〇
七 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ)

〇
四
七
ー
三
五
五
ー
三
七
七
〇 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

携
帯
）
〇
九
〇
ー
一
八
四
七
ー
一
六
二
七(

折
本
） 

 
 
 
 

 

 

各
位 

住所)〒231-0023 

神奈川県横浜市中区山下町 

 

経路）元町・中華街駅 2 出口

から徒歩五分 


